


学校法人日本医科大学と文京区との 

相互協力に関する協定実施細目 

 
 
（趣旨） 

第１条 この細目は、学校法人日本医科大学と文京区との相互協力に関する協定（平成

１８年３月２３日。以下「協定」という。）第２条第２項の規定に基づき、その実施

について必要な事項を定めるものとする。 

 

（健康施策への支援） 

第２条 甲は乙に対し、教員、大学生又は大学院生を派遣し、区民の医療、健康、保健

衛生に関する事業を支援する。 

２ 甲は乙に対し、教員、大学生、又は大学院生を派遣し、高齢者等の健康増進、介護

予防のための各種の事業や講習会等を支援する。 

３ 甲は、大規模災害時等における区民の健康安全確保に協力する。 

 

（学習活動支援事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、教員、大学生又は大学院生を派遣し、区民の学習活動を支援す

る。 

 

（学術研究の成果の発表） 

第４条 乙は、甲の学術研究の成果を発表する場及び機会の提供に努めるとともに、必

要に応じて後援等を行う。 

２ 甲は、その学術研究の成果を公衆衛生、学校教育、生涯学習等の乙の施策の充実に

生かすことに協力する。 

 

（施設の利用） 

第５条 甲及び乙は、学術研究の発展及び施策の充実のために、それぞれ保有する施設

について、その利用を可能な限り承認する。 

２ 施設の利用期間、使用料等前項に基づく利用の方法については、別途協議する。 

 

（その他の協力内容） 

第６条 協定第１条の目的を達成するため、甲及び乙は、相互協力が可能な事項等につ

いて積極的に検討する。 

２ 甲及び乙が必要と認めた相互協力の内容については、その都度必要な協議を行い、

定めるものとする。 


